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定積熱容量CV と定圧熱容量CP の関係について考える．
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と書ける．S(T, V )に対して，状態方程式 V = V (T, P )を用いると，T, P の関数 S(T, P )が
S(T, P ) = S(T, V (T, P ))で得られ，(

∂S

∂T

)
P

=

(
∂S

∂T

)
V

+

(
∂S

∂V

)
T

(
∂V

∂T

)
P

となる．

1. 上の式とマクスウェルの関係式を用いて，
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を示せ．(つまり，CV とCP の差は状態方程式で決まる．)

2. 教科書 (A.11)の偏微分の関係式と定理 7.1を用いて，CP ≥ CV であることを示せ．

3. 1モルの理想気体について，CP −CV を求めよ．この結果は，マイヤー (Mayer)の関係式
と呼ばれる．

解答(裏面も使ってよい．必要があれば用紙を追加して綴じること．)

http://www-het.phys.sci.osaka-u.ac.jp/~tanaka/teaching.html


